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本研究の動機（1/2）

グループにとって価値のある情報を探す

（例: グループ旅行のプラン選定 etc.）

グループの代表者が情報を探索する場合

全員の意見を反映させるのは困難

１人に負担がかかる

効率が良いとはいえない

では，グループ全員で情報を探索する場合はどうだろうか？



本研究の動機（2/2）

グループ全員で情報を探索する場合

各々の探索活動を明示的に表現できない

お互いの探索活動の関係を把握できない

「協調型Web情報探索システム」を提案する

したがって，本研究では，

各ユーザの探索アクティビティを取得・保存し，

共有することで，効果的な協調作業を実現する…

効率的な協調探索を行えない



探索アクティビティとは

どのような特徴のWebページから

どれほどの数を

探索した結果どれを選んだのか

個々の探索活動の全体のことをいう



探索アクティビティ

想定している探索手順

協調型情報探索システム

Bookmark！



アプローチ

どのように探索アクティビティを保存するか？

どうすれば探索アクティビティを直観的に把握できるか？

どうすれば他のメンバーのアクティビティを見られるか？

どうすれば他のメンバーと意見交換ができるか？

探索アクティビティの視覚化

探索アクティビティの共有

探索アクティビティの合成

探索アクティビティの問合せ利用

コンテクストブックマークの利用



コンテクストブックマーク

中島らが提案 （第63回情処学会全国大会，DBWeb2001）

「ブックマークしたページ」と「それまでに閲覧したページ」

→ 特徴の違いから，ユーザの意図を抽出

保持情報

一般的なWebブックマークと同様の情報 （URL，タイトル）
閲覧履歴の各ページのURL
代表的キーワード：閲覧履歴の各ページ内のtf・idf値の高い単語

ランク値：閲覧範囲と閲覧内容の類似度から算出

これにより探索アクティビティを保存



コンテクストブックマーク

探索アクティビティのイメージ

iC

iCコンテクスト集合

iA探索アクティビティ

iB

iBブックマーク集合



探索アクティビティの視覚化と共有

視覚化にあたって…
各Webページの特徴ベクトル

ページ内のテキストを取得

「茶筅」を用いて形態素解析

名詞１つを１次元とし，その出現頻度を値とする特徴ベクトルを生成

SOM（Self-Organizing Maps：自己組織化マップ）

ニューラルネットワークの１種

データを２次元平面に配置された入れ物（セル）に割り振る

類似した特徴を持つデータが近くなるように割り振る

１つのセルには複数のデータが割り振られることもある



探索アクティビティの視覚化と共有

SOMで検索結果を視覚化したイメージ
“旅行プラン”

北海道
中国

北陸

近畿
東北

四国

関東

九州

１つ１つがセル

領域の代表
キーワード



探索アクティビティの視覚化と共有

「自分が探索を行った範囲」を視覚的に理解可能
ブックマーク

北海道ツアー
Rank=4.3
ウニ，小樽
http://www.jtb.co.jp/tour2.html

清流めぐり
Rank=2.1
高知，四万十川
http://www.travel.com/kouchi.html

ブックマークのメタデータ

蔵王スキー場
Rank=6.7
ずんだ
http://www.zaoh.com/

三朝温泉
Rank=3.4
倉吉，河原
http://www.misasa.com/

お台場
Rank=2.9
メディアージュ
http://www.odaiba.com/

“旅行プラン”



探索アクティビティの視覚化と共有

視覚化されたコンテクストブックマークを共有することで…

他人の探索範囲も視覚的に理解可能

相手との探索内容の関係も理解可能

互いの得意・不得意分野などに応じた分担が可能
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なるほど！ この中なら
これかな



探索アクティビティの視覚化と共有
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じゃ，そっちの方が
良さそうだね．



探索アクティビティの視覚化と共有

視覚化されたコンテクストブックマークを共有することで…

他人の探索範囲も視覚的に理解可能

相手との探索アクティビティの関係も理解可能

互いの得意・不得意分野などに応じた分担が可能

僕の旗の近くを
見てくれない？

じゃあ，まだ見ていな
いところを探してね．



探索アクティビティの合成

他のユーザと合意した探索アクティビティを生成

この中ならこれ
なんだけど…

じゃ，そっちの方が
良さそうだね．

くっつけちゃおう！

繰り返し行う

多くの探索アクティビ
ティを１つにまとめる

重複する探索アクティ
ビティの整理ができ
る！



探索アクティビティの問合せ利用

「コンテクストブックマーク」 ＝ 「ユーザの意図」

→ 抽象化することで質問を生成

→ 他の領域に適用

→ 領域内でユーザの意図に最も合致したページを得る
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探索アクティビティの問合せ利用

「コンテクストブックマーク」 ＝ 「ユーザの意図」

→ 抽象化することで質問を生成

→ 他の領域に適用

→ 領域内でユーザの意図に最も合致したページを得る

他のユーザの探索アクティビティと比較
未探索領域の効率的探索



探索アクティビティの問合せ利用

抽象化の手法①

ブックマークされたページの特徴キーワードの出現頻度が最大

それまでに閲覧されたページの特徴キーワードの出現頻度が 0

上記のいずれにも該当しない単語の出現頻度は不問

抽象化の手法②

探索アクティビティ から生成した質問 )( ii Aqρ
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ブックマークされたページの特徴ﾍﾞｸﾄﾙ

それまでに閲覧されたページの特徴ﾍﾞｸﾄﾙ

定数



探索アクティビティの問合せ利用

実験：未探索領域への適用

ⅱⅲⅰ

あるキーワードの検索結果
のうちの未探索領域

ⅰ．ユーザによる評価

すべてのページをユーザの意図に合って

いるかどうか○×で評価（理想の評価）

ⅱ．ブックマークされたページで評価

コンテクストに関係なく，そのページの特徴
そのものに類似したページ順にランク付け

ⅲ．コンテクストブックマークによる評価

コンテクストから得た，必要な単語と不要な
単語に差異増幅を行ったものに類似した
ページ順にランク付け

ⅱ，ⅲが，ⅰにどれだけ近い結果を出すかで，
ユーザの意図がくみ取れているかを実験



探索アクティビティの問合せ利用

再現率＝ 適合率＝

a：ユーザが○としたページの数

正解率①＝
上位a位にはいった数

a
b：○としたページが全て出てきた順位

正解率②＝
b
a

実際に検索された情報

必要な情報 実際に検索された情報

必要な情報

実験結果

→

→

0.660.60正解率②

0.760.63正解率①

ⅲⅱ

ブックマークされたページの特徴だ
けでも，ある程度の精度はあるが，
コンテクストの内容を反映させること
で，精度が上がることが確認された．

実際に検索をしたわけではないので、

再現率と適合率に近い基準である

２つの正解率で評価



プロトタイプ



まとめ

本研究の提案

コンテクストブックマークによる探索アクティビティの保存

SOMを用いた探索アクティビティの視覚化と共有

探索アクティビティの合成・問い合わせ利用による

ユーザ間協調の支援

今後の予定

プロトタイプの実装の完成 および システムの評価



検討事項

視覚化・マッピング手法の検討

今回はSOMを用いたが，SOM以外の手法でも応用可能かどうか

情報共有空間に対する操作の検討

他のユーザの探索結果に対する注釈付け

探索結果への評価の与え方

システムの評価方法の検討



以上で発表を終わります．
ありがとうございました．





言葉の違い

閲覧履歴

過去にずっと見てきたもの

探索アクティビティ

探索するために見てきた履歴

コンテクストブックマーク

探索アクティビティ＋解析したユーザの意図



実験内容

コンテクストブックマークによる評価
基準となるベクトルの生成法
必要な単語

不要な単語

その他の単語

ブックマーク
されたページ
での出現頻度

コンテクスト内
のページでの
平均出現頻度

－ × 定数
ブックマーク
されたページ
での出現頻度

＋

ブックマーク
されたページ
での出現頻度

コンテクスト内
のページでの
平均出現頻度

－ × 定数
ブックマーク
されたページ
での出現頻度

－

ブックマークされたページでの出現頻度



正解率

再現率＝ 適合率＝

a：ユーザが○としたページの数

正解率①＝
上位a位にはいった数

a
b：○としたページが全て出てきた順位

正解率②＝
b
a

実際に検索された情報

必要な情報 実際に検索された情報

必要な情報

未探索ページ：１０個 ○の数（a）：４個 の場合

○○×○×○××××
順位 1    2    3     4     5     6    7     8     9   10

正解率①＝3/4 正解率②＝4/6



研究の違い

上田（この発表）

グループによる協調し
た情報探索を想定

コンテクストブックマー
クで探索アクティビティ
を保存・提示

黒田（直前の発表）

個人による情報探索
を想定

コンテクストブックマー
クを検索・再利用


